
資料２

本研究会における検討について 

 

１：本研究会の背景・目的（第１回本研究会資料より） 

 

深刻化する地球環境問題への対応における不動産分野の役割に鑑み、環境価値を重視し

た優良な不動産（環境不動産）ストックの形成を図るため、環境不動産への投資を促進す

ることが必要。しかしながら、現状では、我が国では世界的に高い環境配慮技術を有する

ものの、環境不動産が投資家等に認識・評価され持続的に投資が促進される状況に至って

いない。 

 

 

 

 

このため、欧米で普及しつつある責任不動産投資（RPI：Responsible Property Investing）

の考え方も踏まえつつ、環境価値を重視した不動産市場の形成を図るため、今年度、不動

産の環境価値の評価・分析や投資家に求まられる情報整備手法の検討を行う。 

 

 

環境不動産の経済価値が市場で評価される仕組み（イメージ） 

【投資家】
・機関投資家

・個人投資家
・海外投資家 等

【ディベロッパー】
・不動産業
・建設業 等

【テナント】
・一般事業法人
・地方公共団体 等

長期安定的な
資金の供給

利用の促進

環境不動産

不動産

良質な物件
の供給

必要な情報の提供

不動産市場における
環境不動産の評価

のあり方の検討

条件整備

・現在、企業の社会的責任（ＣＳＲ）の観点からの
取組としての環境対策が実施されはじめている。

・省エネや緑化等の技術開発は進められているが、
それらの評価のあり方や情報の不足等により、
市場での評価が伴っているとはいえない。

環境不動産を巡る市場参加者

各関係主体に対する
適切な情報提供

期待される効果

不動産の環境価
値の向上
優良な環境不動

産ストックの形成

省エネルギー対応や太陽光パネル設置、効
率的な冷暖房施設導入、緑化など
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２：今年度の検討の進め方について 

 

・環境不動産の経済価値評価や情報整備のあり方について、具体的な議論を行うため、研

究会の下にワーキングを設置し、検討を行った。 
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・ワーキングは、経済価値ワーキング（環境不動産に係る経済価値評価について議論）と情

報整備ワーキング（環境に配慮したサステナブルな不動産市場形成に向けた適切な情報整

備のあり方について議論）の２つを設置し、それぞれ２回ずつ合計４回開催し、議論を行

った。 

 

 
環境価値を重視した

不動産市場のあり方研究会
（野城智也座長）

情報整備
ワーキング

●全体的な調査方針の承認
●調査結果のとりまとめ・承認

●環境に配慮したサステナブル
な不動産市場形成に向けた
適切な情報整備のあり方について
議論

●投資家等に求められる具体的な情報
の収集整備手法のあり方を提示

経済価値
ワーキング

＜WGコアメンバー＞
網野康彦（日本ＧＥ株式会社）
小町利夫（企業年金連合会）
西岡敏郎（IPDジャパン）
★藤井良広（上智大学）
松本健司（静岡銀行）

＜WGコアメンバー＞
小林誠（東京電力）
★清水千弘（麗澤大学）
新地哲己（芝浦特機株式会社）
高井啓明（竹中工務店）

伊藤雅人（住友信託銀行）
井上成（三菱地所）
平松宏城（CSRデザイン＆ラン
ドスケープ設計事務所）
吉田二郎（ペンシルバニア大学）

連携
情報交換

WGの検討
成果の報告

WGの検討
成果の報告

【テーマＡ】

●市場レベルの視点からの環境
不動産の経済価値を分析

●市場価格として顕在化している
環境不動産の経済価値を分析
（ヘドニックアプローチによる）

●市場価格として顕在化していな
い環境不動産の経済価値を分析
（ＣＶＭによる）

【テーマＢ】

●個別不動産レベルの視点からの環
境不動産の経済価値を分析

●低炭素化などを図っている個別の
不動産のデータを用いて、環境不動
産の経済価値を明示する。

●生物多様性など定量化が難しい項
目に関しては、個々の不動産毎に定
性的にその経済価値を提示することを
目指す。

第1回：2009.12.9開催
第2回：2010.2.18開催

●不動産の環境価値を経済的に評価・分析する手法について議論

第1回：2009.12.4開催
第2回：2010.2.25開催

第1回：2009.11.26開催
第2回：2010. 310開催

★…WGリーダー  
 


